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機能がシンプルなのでつなぎやすい！ 

 リアルタイムではありません。 

• データの送信は、ファイル単位でありバッチ（まとめ）
処理となります。一回の送信に数秒かかる場合も多
く、リアルタイムな制御などではつかえません。 

 やりとりはありません。 

• データの提供者、データの利用者の間で、データの
送信は１回で完了します。複雑な取り決め（プロトコ
ル）に対応したロジックは設定できません。 

 データは保持しません。 

• データの提供者とデータの利用者の間で、バッファと
して一時的なものを除けば、システムは、送信データ
を保持することも、開封することもできません。 

 

特徴１ 
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辞書による変換で世界が変わる 

データの提供者とデータの利用
者で、データが異なる用語を用い
て、異なる意味で記述されている 

共通の用語を定義し、それぞれ
の側が共通の意味でデータを記
述し活用できるように徹底する。 

すでに決まった共通の用語で定
義できない場合は、相手の知らな
いところで個別の用語を利用する。 

それぞれの側で独自の用語を定
義し、それらの用語を辞書として
共通の用語で定義し関連づける。 

それぞれの側でボトムアップに用
語の定義や改変が可能であり、
システムの柔軟性が大幅アップ。 

従来の 

アプローチ 

新しい 

アプローチ 

特徴２ 
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データ連携のためのプロファイル 

利用 

プロセス 
データ 

個々の伝送内容 

サービス 

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 

データ 

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 

契約 

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 

契約プロファイルは、データを
流通させる際の権利関係や
対価の支払いに関する合意
内容を2者間で定めたもの 

HC

T 

EC

U 

ED

U 

イベント 

ひな形 契約履歴 

HC

T 

EC

U 

ED

U 

取得プロセス 

データ 
☑・・・・・・ 
☑・・・・・・ 
☑・・・・・・ 

事前の合意 

■誰が使うか（ＥＳＵ） 
■どこで使うか（ＥＤＵ） 
■何に使うか（ＰＣＩ） 
■いつ使うか 

■どれだけ使うか 

有効期間  □ ＿日まで 

有効回数  □ ＿回まで 

データ保存 □許可（場所） 
利用履歴  □必須（＿日） 
報告義務  □都度／集計 

報告内容  □ECR／PCE 

契約書 

特徴３ 



(C) 2019. Industrial Value Chain Initiative 

取引契約プロファイルの定義 

• 取引契約プロファイルとは、2者間でデータを流通する
場合に、そのデータ内容とデータの提供方法および
データの利用方法について定め、かつそれに伴う権利
や義務を定めたものである。 

• 取引契約プロファイルは、その一部として、取引データ
プロファイルと取引サービスプロファイルを含む。取引
データプロファイルでは、データ流通を行う際のデータ
の型によって示す。取引サービスプロファイルでは、
データの提供者、利用者それぞれのサービスの型を
プロセスとイベントによって示す。 

• 取引契約プロファイルは、データ流通を行う2者が、そ
の内容を合意し、サーバーに永続化した時点でそこに
記載された内容について契約が成立したものとみされ
る。 
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データ流通の４つのフェーズ 
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システムインテグレーター 

対象業務のエキスパート 

マーケティング担当者 

取引先営業、契約担当者 

調達担当者、出荷担当者 

その他、現場の業務担当者 

経理担当者、品質担当者 

経営戦略室スタッフ 

提供パターンに対応したデータの
取り扱いに関する契約を交わす。 

契約内容にしたがって、実際にデー
タ提供またはデータ利用を行う。 

すでに実施したデータ提供や利用
履歴の照会や事実認証を行う。 

インテグレーションフェーズ 

データ取引契約フェーズ 

データ取引実施フェーズ 

データ取引確認フェーズ 

事業者の登録、デバイスや機器を
登録し、利用する辞書に設定する。 

Ｃ
ＩＯ
Ｆ
連
携
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（Ｈ
Ｃ
Ｍ
） 
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ＩＶＩの構成 
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ＩＶＲＡ 

ＣＩＯＦ 

IVIM 

ビジネス連携
委員会 

教育普及 

委員会 

総合企画 

委員会 

プラットフォーム 

委員会 
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業務シナリオの３つのカテゴリー 

• PoC型：先進的な手法や技術にトライする実証実
験の場として参加したい。 
→従来の業務シナリオと同等にＴＯ－ＢＥシナリオ
に対する実現可能性の評価のレベル 

•堅実実装型：高度でなくてもよいのが実際的で安
価に実装できるツールを試したい。 
→いかに簡単に、いかに低コストでできたかという
実装までのプロセスを重視 

• CIOF連携：CIOFにより企業を超えたデータ流通
をプラグインで実装ができるか試したい。 
→これまではできなかった業務プロセス、ビジネス
モデルを実現できるかがポイント 
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IVIプラットフォーム＆コンポーネント 
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グレード１ 

グレード２ グレード３ 

提供する製品やサービス単位（コン
ポーネント単位）で、その仕様を
IVIMのモデルに準拠した形で提出
し、その仕様の内容がIVIメンバー内
で共有可能な状態となっている。 

提供する製品やサービスが、IVIMの実装プロセスに従っ

て実証実験等で実装され、その内容がユースケースとして
公開され、かつ実装手順が開示されている。 

異なる製品やサービス
間での接続可能性、相
互運用性のための機能
を有し、 IVIMが定めた

方式に準拠したテスト
ベットによる試験に合格
し、認証基準を満たして
いる。 
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グレード１申請必要な情報（データ） 

1. スコープの定義 
・・・業種、業態、業務、成熟度 

2. 機能の定義 
・・・特徴、効果、内容 

3. モデルの定義 
・・・ＩＶＩモデラー、ＣＩＯＦ辞書ツール 

4. ユースケースの定義 
・・・やりとりチャート、ロジックチャート 

5. サンプルの定義 
・・・モノコトチャート、見える化チャート 

6. 料金とサポートの定義 
・・・定型フォーマット 

7. （オプション）利用実績の登録 
・・・別途ツール、ＩＩＣとの協業など 

12 

まずはグレード認定を申請
しましょう。グレード１は、
必要情報、データを登録す
ることでクリアできます。 
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コンポーネントの定義 
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モノ（デバイス）定義 

情報の定義 

ユースケース（シナリオ）定義 
コンポーネントチャートによる記述例 

グレード申請にあたり
内容や利用シナリオ
を定義してください。 
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CIOF辞書ツールによる登録 
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コンポーネントの機能を定義ため
「データ」「プロセス」「イベント」につ
いて内容をツールを用いて設定し
ます。この内容をもとにCIOF連携

のしくみが構築されます。 
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グレード１審査の流れ 
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①審査申請書を記入して事務局へ送付 

②登録用のログインＩＤとＰＷを送付 

③内容を記入し申請ボタンを押す 

④内容を審査し必要な修正があればコメント 

⑤必要に応じて対応、問題なければ審査へ 

⑥審査委員会にて審議し決定 

⑦決定内容を通知しＷｅｂにて公開 

申
請
者 

審
査
者 申

請
者 

申
請
者 

審
査
者 

審
査
者 
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ステップ１（基本情報） 
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ステップ２（機能概要） 
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ステップ２（機能概要） 
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ステップ３（ロジック構成） 
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ステップ４（システム詳細） 
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ステップ４（システム詳細） 
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ステップ５（管理情報） 
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ＩＶＩプラットフォームとＣＩＯＦ事業 
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インターネット 

F/W内側 

個別 

辞書 

共通辞書 

個別 

辞書 

個別
形式 

共通
形式 

暗号
形式 

タグ 

暗号
形式 

暗号
形式 

個別
形式 

共通
形式 

タグ履歴 

公開プロ 

ファイル 

契約プロ 

ファイル 
契約プロ 

ファイル 

配達証明 実施履歴 

IVIプラットフォーム企
業は、CIOF共通辞書
を登録可能。 

IVIコンポーネント企
業は、CIOF個別辞書
を登録可能。 
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2019年度体制案 
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サイバー辞書ＷＧ 

フィジカル辞書ＷＧ 

ユースケースＷＧ 

システムサポートWG 

契約プロファイルＷＧ 

ＩＶＲＡ技術ＷＧ ＣＩＯＦ技術WG 

ＩＶＩツール認証WG 

グローバル連携WG 

国際標準化WG 

ＩＩＣ連携WG 

ＩＤＳＡ連携WG 

IVRA技術WG：  
→継続的な辞書
の整備 

CIOF技術WG：  
→国プロ対応 
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製造プラットフォーム連携による課題解決 

26 

知財としてのデータのオープン＆
クローズビジネスモデル開発 

検査データ管理による品質保証
の強化と製造業の高付加価値化 

ブロックチェーンによる製造・金融
連携と中小企業の取引強化 

シナリオ１：加工データの拠点間流通と利活用 

シナリオ２：検査データ共有による課題発見 

シナリオ３：企業間の進捗データ共有と自動検収 

個別受注品あるいは試作品に対応して、
現場で対話的に作成した工作機の制御
用プログラムを、部分的な加工条件や制
御補正値にまで分解して共有する。実
際の注文に対し、この加工データを個別
の加工作業と対応付けることで、原価、
品質、納期などの管理を拠点間で行う。 

ロボットによる加工部品の搬入、搬出、お
よび加工後の品質検査（画像検査）
の結果と環境データとを紐づけ、エッジ内
部で品質管理を行うため必要なデータを
外部から取得。品質問題が発生した際、
エッジ内部のディープデータ(加工詳細情
報)より、原因を特定、改善につなげる。 

メーカーからサプライヤーに支給品が到着し
た時点で受発注が成立。工場内の資材
の通過点でＩｏＴの関所を設けて、そこ
で情報履歴を取得する。必要な検査デー
タは各関所でチェックし、完成し出荷可能
となった時点で支払い完了となる。完了の
通知を受け取ったメーカーあるいは運送業
者が完成品を取りに行く。 

社会
課題 

社会
課題 

社会
課題 
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取引契約フェーズ 
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WG1：加工データの拠点間流通と利活用 WG1 
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DMG森精機⇔東芝ﾃﾞｼﾞﾀﾙｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ 
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WG２：検査データ共有による課題発見 WG2 
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三菱電機⇔ＮＥＣのＰＦ連携 
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WG３：企業間の進捗データ共有と自動検収 WG3 



(C) 2019. Industrial Value Chain Initiative 

ファナック⇔富士通間のＰＦ連携 
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このしくみで誰が恩恵を受けるのか？ 

1. 自社の経営課題を解決するためにデータを活用
する事象者（エンドユーザー） 

2. 装置やデバイスなどデータで外部と接続する製
品を提供する事業者（デバイスメーカー） 

3. 外部データを活用するソフトウェアを顧客に提供
する事業者（ソフトウェアベンダー） 

4. デバイスやソフトウェアを用いて業務システムを
構築する事業者（システムインテグレーター） 

5. 業務データを用いてその企業に対してサービス
を提供する事業者（データアナライザー） 

6. 自社または他社から得られたデータを有料で提
供する事業者（データプロバイダー） 

 34 
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エンド 

ユーザー 
システム 

ｲﾝﾃｸﾞﾚｰﾀｰ  

データ 

アナライザー 

データ 

プロバイダー 

デバイス 

メーカー 

ソフトウェア 

ベンダー   

対象となるステークホルダー 
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取引先とデータでつ
ながりビジネスを拡
大したいユーザ企業 

社内のデータを活用
しガバナンスを強化
したいユーザ企業 

業務アプリケーショ
ンの開発ベンダー 

IoT機器や装置を
提供するメーカー 

インテグレーションサー
ビスを手掛けるＳＩ企業 

要求仕様を満たす生産ライ
ンを構築するラインビルダ― 

設備診断や予知保
全などの設備管理
を代行する事業者 

業務データによる診断や指導を
行うコンサルティングファーム 

データ流通サー
ビスを手掛ける
プロバイダー 

データによる与信
管理や品質管理
を代行する事業者 

アプリケーションをSaaS

提供するプロバイダー 
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エンドユーザーの価値創造 

36 

■エンドユーザー（中小企業） 
①現場と事務所が直結し最新の問題共有（Ｓ１－１） 
②実際原価の見える化で利益率の向上（Ｓ１－２） 
③データに基づく管理で高度な品質保証（Ｓ１－３） 
 

■エンドユーザー（大企業） 
①海外拠点のリアルな遠隔オペレーション（Ｓ２－１） 
②データ資産の棚卸と部門間での有効活用（Ｓ２－２） 
③工場のIT投資におけるROIの実情把握（Ｓ２－３） 

■エンドユーザー（共通）  
①取引先との現場レベルでのシームレスな連携（Ｓ３－１） 
②製造業のサービス化、知識集約化への対応（Ｓ３－２） 
③現場作業者のスキル向上、技能伝承とBCP対応（Ｓ３－３） 
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プロバイダーの価値創造 
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■エッジプラットフォーマー 
①海外展開（中国、ＥＵ）における販促必須ツール（Ｓ４－１） 
②パートナーシップによるWin-winビジネス展開（Ｓ４－２） 
③販売網の強化とインテグレーターの価値形成（Ｓ４－３） 

■ITプラットフォーマーとSaaSプロバイダー 
①従来のアプリを利用回数に応じた課金方式で展開（Ｓ５－１） 
②提供するアプリが必要なデータを外部から収集（Ｓ５－２） 
③多様なアプリでプラットフォームの機能を拡充（Ｓ５－３） 

■システムインテグレーター（ラインビルダ―） 
①インテグレーションコストの削減（Ｓ６－１） 
②新規ベンダーやサプライヤーとのつながり（Ｓ６－２） 
③顧客とのつながりとフィードバック（Ｓ６－３） 
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スタートアップ企業の価値創造 
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■データアナライザー 
①データ収集コストを削減、オペレーションを分離（Ｓ７－１） 
②新規開発や機能検証のためのトライデータの取得（Ｓ７－２） 
③データ辞書の拡充、インターオペラビリティの確保（Ｓ７－３） 

■データプロバイダー 
①優良で多様なデータソースによるサービス提供（Ｓ８－１） 
②サービスに利用したデータの入手経路の保証（Ｓ８－２） 
③データ流通ビジネスの段階的なスケールアップ（Ｓ８－３） 
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クラウドＤＢ型との構成上の違い 

ＩｏＴ端末 

クラウドＤＢ 

表示デバイス 

ひと 
機械 

G/W G/W 

ＩｏＴアプリ 

表示アプリ 登録アプリ 

①登録ア
プリでデー
タを登録 

②表示アプリで見
える化を設定 

③欲しい情
報をその都
度表示 

ＩｏＴ端末 

ＩｏＴアプリ 表示アプリ 

表示デバイス 

ひと 
機械 

HCS 

HCT HCT 

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 

②必要なデータをﾌﾟ
ﾛﾌｧｲﾙで指定 

 データはエッジ内で管理できます 

 既存アプリがそのまま使えます 

③既存の表
示アプリで
見える化 

①エッジ内に
データを保存 
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工場Ａ 

工場Ｂ 

ＩｏＴ端末 

機械１ 

機械２ 

ＩｏＴ端末 

機械３ 

ＩｏＴ端末 

機械Ａ 

DCM0

2 
DCM0

5 

DCM0

2 

DCM0

3 
DCM0

6 

× 

組織を超えてデータ管理を一元化 

ＩｏＴ端末 

ＩｏＴアプリ 

機械 

工場Ａ 

ＩｏＴ端末 

ＩｏＴアプリ 
機械 

工場Ｂ 

ＩｏＴ端末 

ＩｏＴ端末 

ＩｏＴアプリ 

機械 

取引先 
社外 

取引先 

ＩｏＴ端末 

機械ア 

機械イ 

DCM0

1 
DCM0

8 
DCM0

8 

社外であっても
同等に扱うこと
ができる 
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フォルダをＥＡＵとした場合 

業務アプリ 

（出荷管理など） 

Ｅｘｃｅｌ
帳票 

印刷 

当日出荷.csv 

製品 

＋ 

フォルダ（C¥出荷） 

× 

ＣＳＶで 

入力 

ＥＲＰまたは 

受注管理アプリ
など 

ＣＳＶで
出力 

これまで 
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ベトナム工場 

これから フォルダをＥＡＵとした場合 

業務アプリ 

（出荷管理など） 

Ｅｘｃｅｌ
帳票 

印刷 

当日出荷.csv 

製品 

＋ 

ＣＳＶで 

入力 

フォルダ（C¥出荷） 

× 

HCT 

日本の本社 

HCS HCS HDS インターネット 

ＥＲＰまたは 

受注管理 

アプリなど 

× 
ＣＳＶで
出力 

当日出荷.csv 

HCT 

日本語 

ﾍﾞﾄﾅﾑ語 
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生産現場の分散したデータを統合化 

ECU ECU 

ECU 

GW 

GW 

EAU 

GW 

EA

U 
ECU 

本日の計画：2,300 

本日の実績：1,165 

進捗率：         106％ 

EDU 

EAU 

EDU 

EDU 

EDU EDU 

ライン１ ライン２ 

ロボットＡ 

ロボットＢ 

ＮＣ加工機 

9時 12時 15時 18時 ・・・ 

工場が異なると管
理は別となる 

LOT-01 

LOT-02 

LOT-03 

LOT-04 

LOT-05 

工程２  

完了 

完了 

完了 

LOT-01 

LOT-02 

LOT-03 

LOT-04 

LOT-05 

検査 

OK 

NG 

LOT-01 

LOT-02 

LOT-03 

LOT-04 

LOT-05 

工程１  

完了 

完了 

完了 

完了 
ファイル 

転送 

ファイル 

転送 

これまで 
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生産現場の分散したデータを統合化 

ECU ECU ECU 

HCT 

EAU 

ロボットＡ 

ロボットＢ 

ＮＣ加工機 

ライン１ 

ライン２ 

9時 12時 15時 18時 ・・・ 

HCT 

EA

U 

ECU 

本日の計画：2,300 

本日の実績：1,165 

進捗率：         106％ 

EDU ECU 

EDU 

EDU EDU 
EDU 

LOT-01 

LOT-02 

LOT-03 

LOT-04 

LOT-05 

工程１ 工程２ 検査 

完了 

OK 

NG 完了 

完了 完了 

完了 完了 

完了 

作業指示： 送信 

社外でもOK 

ライン１ 

ライン２ 

社内では詳細の見える化 

HCT 

これから 
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エッジ内部の構造 

EDU ECU/EAU HCT 

テキストデータ 

JSON、XML、CSV形式 

テキストデータ 

音声、画像データ 

ストリームデータ 

DCM 

DCM 

DCM 

独自のフォーマット 

独自のプロトコル 
DCMフォーマット 

ＲＥＳＴ－ＡＰＩ方式 

独自 

独自 

PUSH 

PULL 

■EDUはターミナル内部で固有のIDを付与して管理すること 

■ EDUが扱うデータは、個別データ辞書のDCMとして識別可能とすること 

■ ECU/EAUがHCTと通信する際のデータはDCMフォーマットとすること 

Windows 

I-OS 

Android 

Node-Red 

… 
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デバイスと情報端末 

デバイスは、外界の事象を物理的な動作として識別し、または物理的な動作によって
外界の状態を変更する機能を有するものをいう。情報端末は、人が理解可能な情報の
形式とコンピューターが扱うことができるデータとを変換する機能を有するものをいう。 

センサー 

アクチュエーター 

デバイス（EDU） 

入力機器 

出力機器 

情報端末（EDU） 

モノ 

情報 

画像、音声、振動、など 

コントローラー（ECU） 

アプリケーション（EAU） 

DCM 

PCM 

ECM 

DCM 

PCM 

ECM 

イベント 

プロセス 

バリュー 

イベント プロセス 

バリュー 
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他の事業者のデータの利用方法 

ステップ１：提供側事業者が、HCT、ESU、EDUを公開 

ステップ２：提供側事業者が、提供可能なDCMを設定 

ステップ３：提供側事業者が、DCMの提供方法を設定 

 

ステップ４：利用側事業者が、提供側事業者に取引を申請 

ステップ５：提供側事業者が、利用側事業者の申請を受諾 

ステップ６：利用側事業者が、提供可能DCMを確認 

 

ステップ７：利用側事業者が、提供DCMの利用方法を設定 

ステップ８：利用側事業者が、提供DCMの利用を申請 

ステップ９：提供側事業者が、提供DCMの申請を受諾 

ステップ１０：双方の事業者に、取引対象DCMが新規追加 
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ステップ１：公開設定 

工場Ａ 

工場Ｂ 

ＩｏＴ端末a 

機械１ 

機械２ 

ＩｏＴ端末b 

機械３ 

ＩｏＴ端末c 

機械Ａ 

公開 

非公開 

公開 

非公開 

非公開 

× 

公開 

公開 

公開 

非公開 

HCT ECU EDU 

相手からは
こう見える 

工場Ａ 

ＩｏＴ端末a 

機械１ 

ＩｏＴ端末b 

× 

社外リソース 

社内リソース 
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ステップ２：提供可能なＤＣＭを設定 

工場Ａ 

工場Ｂ 

ＩｏＴ端末a 

機械１ 

機械２ 

ＩｏＴ端末b 

機械３ 

ＩｏＴ端末c 

機械Ａ 

× 

DCM:故障履歴データ 

機械ID 

機械名 

設置年月日 

担当部署 

担当者 

稼働時間 

最新故障日時 

平均故障間隔 

平均修理間隔 

故障回数 

・・・ 

☑公開 □非公開 

☑公開 □非公開 

□公開 ☑非公開 

□公開 ☑非公開 

☑公開 □非公開 

□公開 ☑非公開 

□公開 ☑非公開 

□公開 ☑非公開 

☑公開 □非公開 HCT ECU EDU 

ECUとして提供可能なDCMを
設定する（これはPULL型の取
引契約プロセスに相当する） 
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ステップ３：ＤＣＭの提供方法を設定 

工場Ａ 

工場Ｂ 

ＩｏＴ端末a 

機械１ 

機械２ 

ＩｏＴ端末b 

機械３ 

ＩｏＴ端末c 

機械Ａ 

× 

DCM:故障履歴データ 

EDU 

HCT ECU EDU 

ECUとして提供可能なDCMを
設定する（これはPULL型の取
引契約プロセスに相当する） 

機械２ 

プロセス 

イベント 

サンプルデータ 手動 自動 

確認 

PCM63G4

4 
毎日１７時 

辞書 
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ステップ４～６：提供側事業者に取引を申請 

× 

事業者登録リクエスト 

■事業者ID 

■送信メッセージ 

送信 戻る 
工場Ａ 

ＩｏＴ端末a 

機械１ 

ＩｏＴ端末b 

× 

社内リソース 

故障履歴データ 

承諾された場合 
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ステップ７：提供DCMの利用方法を設定 

× 

工場Ａ 

ＩｏＴ端末a 

機械１ 

ＩｏＴ端末b 

× 

故障履歴データ 

DCM:故障履歴データ 

CHU 管理
PC_01 

EAU 

PCM 

申請 

設備保全ｱﾌﾟﾘ 

グラフ表示 

事務所 

管理
PC_01 
管理
PC_02 

HCT 事務所 

ECM その都度 

契約詳細 

設備保全ｱﾌﾟﾘ 

①対象となるデータ
（DCM）を指定する 

②データの利用者と
利用方法を指定する 

辞書 
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ステップ８～１０：提供DCMの利用を申請 

× 
承諾された場合 

DCM:故障履歴データ 

CHU 管理
PC_01 

EAU 

PCM 

申請 

設備保全ｱﾌﾟﾘ 

グラフ表示 

HCT 事務所 

ECM その都度 

契約詳細 

工場Ａ 

ＩｏＴ端末a 

機械１ 

× 

故障履歴データ 

提供者 

DCM 

辞書 2000234H87FG 

HCT 

CHU 

ECU 

EDU 

データロガー 

事務所 

管理
PC_01 

--- 

利用者 

設備保全ｱﾌﾟﾘ 

契約詳細 確認 
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発表の流れ 

1. ＣＩＯＦの目的と概要 

2. ＩＶＩプラットフォームとの関係 

3. ユースケースのカテゴリ 

4. システムの実装イメージ 

5. 今後のスケジュール 
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フレームワークのアーキテクチャー 

HCS HCS HCT HCT ECU 

送信側 

サービス 

受信側 

個別辞書 

送信側 

個別辞書 
共通辞書 

項目を 

変換 

ECU 

受信側 

サービス 

DT

M 

連携 

ターミナル 

連携 

サーバー 

連携 

サーバー 

HDS 

SDD 
ADD ADD 

変換 

マップ 

DT

M 変換 

マップ 

連携 

ターミナル 

項目を 

変換 

インターネット（暗号化） 

生産現場 

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ 

取引 

プロファイル 
取引 

プロファイル 

ﾃﾞｰﾀﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 

ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 

契約ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 

辞書サーバー 

生産現場 

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ 

☑データの内容を事前に規定 

☑データの用途を事前に同意 

☑データの権利と義務を契約 

HCM 連携 

マネージャ 
HCM 

①PULL型 
→必要なデータを 

都度要求する 

②PUSH型 
→イベントごとに 

データを提供する 

連携 

マネージャ 
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CIOF 2019年度の主要な開発項目 

•取引プロファイルの検索機能 

• ＨＣＴローカルでのデータ（値）変換機能 

•契約フェーズでのネゴプロセス対応 

• メッセージのハッシュ登録機能 

•取引履歴、実施履歴の登録照会機能 

• メッセージ内ＤＣＭの階層化対応 

• ＨＣＭとＨＣＴとの統合データ管理 

• ＨＣＭとＨＣＴの保守サービスの省力化対応 

• ＨＣＭのＵＩのＷｅｂアプリ化対応 

•辞書マップの半自動生成（トライ） 
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開発状況と2019年度の予定 

 

2019年3月 
 データ連携基盤（注）のプロトタイプ実装が完了 

 限定的な３つのユースケースで機能検証 

 

2019年6月 
 商用版のデータ連携基盤の詳細設計ＦＩＸ 

 ＥＤＵ、ＥＣＵ、ＥＡＵの商用版の企画検証（見極め） 
 

 

2019年9月 
 商用版のデータ連携基盤の内部向けサービス開始 

 ユーザーサイトでの実証実験開始（実運用シナリオ） 

 

2019年12月 
 開発および開発テスト完了 

 サービス開始へ向けてドキュメントおよび体制の整備 

 

2020年3月 
 商用版データ連携基盤のサービスを一般公開 

 各社から接続可能なツール、デバイスを公式アナウンス 

58 

注）データ連携基盤とは、ＨＣＳ／ＨＣＴ／ＨＤＳ／ＨＣＭおよびその環境を指す 
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2019年度プロジェクトのゴール 

エッジ側で生産現場のデジタル設備、装置、ツール、ソフトウェ
アを提供する企業（エッジプラットフォーム企業） 

 

→ ECU/EDUを商品化しサービスとしてアナウンスする 

→ ユースケースを１つ設定し独自のシナリオで展開する 
 

製造業にとって必要な設計および製造管理技術のソリューショ
ンを提供する企業（クラウドプラットフォーム企業） 

 

→ アプリケーションをHCT経由で外部接続可能とする 

→ SaaSとしてのサービス体制、課金方式を検討する 
 

データを介したAPI連携のためのインフラ、ツール、辞書などを
提供する企業（フレームワーク開発企業） 

 

→ 実業務を前提としたパフォーマンスと信頼性を確立する 

→ 辞書機能を整備しメタデータの収集と管理を自律化する 
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開発アイテム 

•連携サーバー（ＨＣＳ） 

•連携ターミナル（ＨＣＴ） 

•辞書サーバー（ＨＤＳ） 

•連携マネージャ（ＨＣＭ） 

• コントロールユニット（ＥＣＵ） 

• デバイスユニット（ＥＤＵ） 

• アプリケーションユニット（ＥＡＵ） 

• クラウドアプリケーション（ＣＡＵ） 

• システム構築ツール（ＳＤＴ） 

 

プロジェクト参加各社
は、このなかの１つ以
上に該当します。 

これらは、フレーム
ワーク開発企業が 

担当します。 
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今後のスケジュール 

61 

2019 2020 2021 2022 2023 

•限定された相
手とデータ共有
を定常的業務
で実施 

•辞書変換機能
を拡充し変換
率を向上、中
小企業にも展
開 

 

•共有化の対象
を限定せずプロ
ファイルで取引
定義 

•AIによる共通
辞書の自動登
録、更新機能
の検討 

 

•ブロックチェーン
等による分散
環境でのサーバ
実装 

•辞書の管理、
更新方式を国
際標準として提
案 

 

•決済とも連携し
新たなビジネス
モデル拡張を推
進 

•データの権利や
義務などのト
レーサビリティ基
盤を整備 

 

•国内、海外を
意識せず、デー
タ流通が可能
なしくみ 

•法的規制とも
連携して実効
性のあるデータ
流通の実現 

3年後には、データ流通において国内でデファクトとなっている。また、同時並行し
て、国際の場における標準化の取り組みに協力し、5年後には海外、とくにアジア
圏でのものづくりの基盤技術およびインフラとして広く採用されていることを目指す。 

新たな参加者が加わり
辞書を充実させる
（1000程度） 

新たな参加者が加わり
辞書を充実させる
（1000程度） 

製造業の現場データを
超えて他の辞書とも連

携（1万件） 

共通辞書を核として 
エコシステムを展開 
（3万件） 

分野横断的に展開し 
デファクトとして展開 
（10万件） 
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公募開始（４月１０日） 
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ご清聴ありがとうございました 


